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東海第二発電所の調整運転開始について 
 

   当社、東海第二発電所（沸騰水型軽水炉、定格電気出力１１０万キロワット）は、

本年９月１６日から第１９回定期検査を実施しておりましたが、所定の点検が終了した

ため、１２月８日から定期検査の最終段階である調整運転を開始する予定です。 
また、調整運転開始から、定格熱出力一定運転※を実施する予定です。 
 
なお、今定期検査中において、原子炉停止操作時に動きの鈍かった原子炉再循環流量制

御弁（Ａ）を点検した結果、一部の部品に割れ及び欠損と脱落が確認されたため、定期

検査期間を延長して、当該Ａ弁の部品交換及び手入れを実施するとともに、Ｂ弁の開放

点検及び手入れを実施しました。 
また、欠損部等については、系統内に滞留しても安全上問題のないことを評価確認して

おりますが、この期間に原子炉底部等の点検を実施し、原子炉圧力容器ボトムドレン弁

内より一部を回収しました。 
今後は、安全運転に万全を期しながら運転を行ってまいります。 
 
※定格熱出力一定運転とは： 
定格熱出力一定運転とは、原子炉で発生する熱（原子炉熱出力）を原子炉設置許可で認

められた最大値である定格熱出力で一定に保って運転する方法であり、冬季のように海

水温度が低い時期には発電効率が良くなり、従来の定格電気出力一定運転に比べ、発生

する電気が増加する運転方式です。 
 

以上 
 
 
 
１．定期検査を実施した主な設備 
（１）原子炉本体 
（２）原子炉冷却系統設備 
（３）計測制御系統設備 
（４）燃料設備 
（５）放射線管理設備 



 

  

（６）廃棄設備 
（７）原子炉格納施設 
（８）蒸気タービン設備 
（９）非常用予備発電装置 
 
２．主要な工事 
①９×９燃料の採用 
【概 要】 
・ 燃料の効率的な使用及び使用済燃料の発生量の低減を図るため、燃料棒配列を９行

９列とし、太径のウォータ・ロッド２本を配した構造を有する９×９燃料（Ａ型）

及び角管ウォータ・チャンネル１本を配した構造を有する９×９燃料（Ｂ型）を採

用しました。  
 
 ②新型制御棒の採用  
【概 要】 
・ 制御棒取替本数の削減による廃棄物低減等を図るため、ボロンカーバイド粉末を制

御材とする制御棒に加え、ハフニウムフラットチューブを制御材とする長寿命化の

制御棒を採用しました。 
 
 ③残留熱除去系蒸気凝縮系の機能削除工事（浜岡１号機配管破断対策）  
【概 要】 
・ 残留熱除去系の機能の一つである蒸気凝縮配管を切り離すことにより、蒸気凝縮系

の機能を削除しました。 
  
④定格熱出力一定運転関連工事  
【概 要】 
・ 定格熱出力一定運転を導入するにあたり、運転管理の信頼性をより一層向上させる

ため、中央制御室に原子炉熱出力を常時表示する原子炉熱出力表示器を設置しまし

た。 
 
３．燃料取替実績  
 燃料集合体全数７６４体のうち、１６０体（うち９×９燃料１１６体）を取替えまし

た。 
 
４．運転再開予定  
       原子炉起動 平成１４年１２月 ７日 ０時頃 
 調整運転開始 平成１４年１２月 ８日 
 定常運転再開  平成１５年 １月 上旬 



 

  

 
５．次回定期検査予定 
平成１６年冬頃 
 

以上 
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